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１６式機動戦闘車による射撃
（第３偵察戦闘大隊）

師
団
は
１
月
下
旬
か
ら
２
月
初
旬
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お
い
て
、

総
合
戦
闘
射
撃
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
増
強
普
通
科
中
隊
各
級
指
揮
官
の
射
撃
指
揮
及
び
諸

職
種
間
の
火
力
調
整
を
演
練
し
、
諸
職
種
の
火
力
発
揮
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
施
さ
れ
た
。

訓
練
で
は
、
射
撃
と
運
動
を
連
携
さ
せ
た
分
隊
戦
闘
射
撃
や
、
16

式
機
動
戦
闘
車
に
よ
る
射
撃
、
１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
の
射
撃
、
狙

撃
、
迫
撃
砲
に
よ
る
射
撃
な
ど
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
夜
間
に
お
い
て
は
、
照
明
弾
下
で
の
射
撃
を
実
施
す
る
な

ど
、
昼
夜
間
に
わ
た
り
部
隊
の
火
力
発
揮
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

１５５mmりゅう弾砲射撃
（第３特科隊）

分隊戦闘射撃
（第７普通科連隊）

０１ＡＴＭ射撃
（第７普通科連隊）

１２０mm重迫撃砲射撃
（第３６普通科連隊）

５．５６mm機関銃ＭＩＮＩＭＩ射撃
（第３７普通科連隊）

対人狙撃銃射撃
（第３７普通科連隊）

照明弾下の射撃
（第３７普通科連隊）

１ ３ 師 団 だ よ り 第１７５号 令和６年（２０２４年）２月

１１０mm個人携帯対戦車弾（縮射弾）射撃
（第３６普通科連隊）



第
３
師
団
（
師
団
長

佐
藤
陸
将
）
は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川
県
能
登

地
方
で
発
生
し
た
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
に
係
る
災
害
派
遣
活
動
を
継
続

中
で
あ
る
（
２
月
26
日
現
在
）
。

地
震
の
発
生
か
ら
約
２
か
月
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
な
か
、
現
地
で
は
入
浴
、

給
水
、
ニ
ー
ズ
把
握
、
物
資
輸
送
の
支
援
活
動
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。

第
３
師
団
派
遣
隊
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
引
き
続
き
実

施
し
て
い
く
。

降雪の中での支援物資輸送

入浴利用ご家族からお手紙のプレゼント

アキオ(ソリ)を引きながらの行進訓練

師
団
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

佐
藤
１
佐
）
を
訓
練
担
任
部
隊

と
し
て
、
１
月
下
旬
か
ら
、
師
団
ス
キ
ー
集
合
訓
練
を
実
施
中
で
あ
る
。

訓
練
に
参
加
す
る
隊
員
は
、
「
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
」
に
必
要
な
ス
キ
ー

技
術
、
指
導
法
及
び
学
科
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
訓
練
の
最
終
段
階
に
は

指
導
官
認
定
試
験
を
受
験
す
る
。

集
合
訓
練
で
は
、
滑
走
技
術
の
ほ
か
、
重
量
物
を
積
載
し
た
ア
キ
オ
（
ソ

リ
）
を
引
き
な
が
ら
の
行
進
訓
練
、
積
雪
地
に
お
け
る
戦
闘
訓
練
な
ど
、
高

い
技
術
と
旺
盛
な
気
力
・
体
力
が
求
め
ら
れ
、
参
加
隊
員
全
員
が
一
致
団
結

し
、
ス
キ
ー
練
度
を
向
上
中
で
あ
る
。

ストックを利用した射撃動作訓練

教官からの指導を受ける参加隊員背のうを背負い滑走する隊員

給水タンクへの補充

支援物資を手渡す女性自衛官

２ ３ 師 団 だ よ り 第１７５号 令和６年（２０２４年）２月



３ ３ 師 団 だ よ り 第１７５号 令和６年（２０２４年）２月

演奏会の様子

「サクソフォン協奏曲」のソロ演奏
ソリスト 柳原３曹

師
団
は
、
令
和
６
年
２
月
18
日
（
日
）
、
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
（
兵
庫
県
伊

丹
市
）
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
第
３
師
団
第
54
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

演
奏
会
の
テ
ー
マ
は
「
す
べ
て
は
感
動
の
た
め
に
」
。
開
演
に
先
立
ち
、
１
月

１
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙
祷

を
捧
げ
た
。
第
３
音
楽
隊
長
（
今
井
１
尉
）
の
指
揮
の
下
、
国
歌
「
君
が
代
」
の

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
演
奏
会
の
第
１
部
で
は
「
セ
ド
ナ
序
曲
」
を
華
や
か
に
演
奏

し
、
続
い
て
ア
メ
リ
カ
民
謡
の
「
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
」
、
行
進
曲
「
ベ
ル
ギ
ー
落
下

傘
兵
行
進
曲
」
、
最
後
の
「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
協
奏
曲
」
で
は
、
ソ
リ
ス
ト
の
柳
原

３
曹
が
、
サ
ッ
ク
ス
の
美
し
い
旋
律
と
高
度
な
演
奏
技
術
を
披
露
し
、
観
客
を
魅

了
す
る
な
ど
、
５
曲
を
演
奏
し
た
。

第
２
部
で
は
、
坂
本

九
（
さ
か
も
と

き
ゅ
う
）
氏
の
「
心
の
瞳
」
を
加
藤

２
曹
が
熱
唱
し
、
温
か
く
も
優
し
い
歌
声
で
会
場
を
包
み
込
ん
だ
。
続
い
て
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
作
品
の
「
美
女
と
野
獣
メ
ド
レ
ー
」
、
ア
メ
リ
カ
の
第
２
の
国
歌
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」
を
含
む
５
曲
を
演
奏
し
、

鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
応
え
た
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
「
デ
ィ
ス
コ
・
キ
ッ
ド
」
、

「
サ
ー
カ
ス
・
ビ
ー
」
の
２
曲
を
披
露
し
て
奏
者
と
来
場
者
が
ひ
と
つ
と
な
り
、

約
２
時
間
に
わ
た
る
演
奏
会
は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
、
師

団
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
の
災
害
派
遣
活
動

写
真
を
展
示
し
、
自
衛
隊
へ
の
信
頼
感
の
醸
成
を
図
っ
た
。

第３音楽隊長 今井１尉「心の瞳」を歌う
加藤２曹

師団フォトコンテストコーナー
令和６年能登半島地震災害
派遣活動写真パネルコーナー

来場者の受付 兵庫地方協力本部ブース



音
楽
隊
は
、
音
楽
演
奏
を
主
任
務
と
す
る
専

門
部
隊
と
し
て
、
自
衛
隊
の
儀
式
及
び
部
内
外

の
行
事
に
お
け
る
演
奏
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し

て
い
る
。

今
回
は
、
第
３
音
楽
隊
に
所
属
す
る
藤
野

真
奈
美
（
ふ
じ
の

ま
な
み
）
士
長
に
話
を
聞

い
た
。
藤
野
士
長
は
、
福
岡
県
出
身
、
令
和
５

年
３
月
に
入
隊
し
、
同
年
10
月
に
第
３
音
楽
隊

へ
配
置
さ
れ
、
担
当
楽
器
は
「
打
楽
器
」
。
音

楽
隊
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、
高
校
生
の
時
に

陸
上
自
衛
隊
の
定
期
演
奏
会
を
聴
き
に
行
っ
た

際
、
来
場
者
の
笑
顔
と
時
に
は
感
動
で
涙
ぐ
む

姿
を
見
て
「
音
楽
で
人
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
り
た
い
」
と
思
い
、

音
楽
隊
を
志
願
し
た
と
語
る
。

練
習
で
は
、
打
楽
器
（
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
）
、

鍵
盤
楽
器
（
鉄
・
木
琴
）
な
ど
楽
器
ご
と
の
特

性
を
意
識
し
、
リ
ズ
ム
感
、
良
い
音
が
奏
で
ら

れ
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
練
習
を
行
い
、

日
々
技
能
を
磨
い
て
い
る
。

そ
ん
な
藤
野
士
長
は
、
音
楽
隊
で
の
や
り
が

い
に
つ
い
て
「
演
奏
会
で
の
お
客
様
か
ら
の
拍

手
、
温
か
い
お
声
が
け
を
い
た
だ
い
た
と
き
に

音
楽
を
や
っ
て
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
」

と
語
る
。
ま
た
、
私
生
活
で
は
カ
フ
ェ
巡
り
が

趣
味
で
、
美
味
し
い
ご
飯
や
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ

た
り
、
お
酒
を
飲
む
の
が
大
好
き
、
最
近
は
フ

ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
の
写
真
撮
影
に
も
ハ
マ
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。

今
後
の
目
標
を
藤
野
士
長
は
「
ま
ず
は
陸
曹

候
補
生
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
、
ま
た
、

楽
器
の
知
識
と
技
術

を
向
上
さ
せ
、
多
く

の
方
々
に
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

藤
野
士
長
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

第
３
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所
属
す

る
久
保

正
（
く
ぼ

た
だ
し
）
３
曹
の
趣

味
「
ウ
ォ
ー
ハ
ン
マ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ウ
ォ
ー
ハ
ン
マ
ー
と
は
、
自
分
で
作
っ
た
ミ

ニ
チ
ュ
ア
を
駒
に
し
て
遊
ぶ
、
イ
ギ
リ
ス
生

ま
れ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
日
本
橋
の
模
型
店

を
散
策
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
ウ
ォ
ー

ハ
ン
マ
ー
の
公
式
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

の
店
員
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
無
料
体
験
で

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
っ
て
塗
装
し
、
ゲ
ー
ム
の

説
明
を
受
け
て
み
て
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
今
で
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

量
が
机
の
上
に
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て

い
ま
す
。
作
る
だ
け
も
よ
し
、
ゲ
ー
ム
を
す

る
も
よ
し
、
ま
た
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
は
壮
大

な
物
語
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
読
む
だ
け

で
も
十
分
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
ん
で
ウ
ォ
ー
ハ
ン
マ
ー
に

興
味
が
湧
い
た
方
は
、
近
く
の
デ
ィ
ス
カ
ウ

ン
ト
ス
ト
ア
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
懇
切
丁
寧
、
分
か
り
や
す
く
ウ
ォ
ー

ハ
ン
マ
ー
の
深
み
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

方
、
私
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
準
備

し
ま
す
の
で
、
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

第３高射特科大隊

本部管理中隊

２等陸曹 岩本 正則

第
３
高
射
特
科
大
隊
本
部
管
理
中
隊
第
１

係
に
所
属
す
る
岩
本

正
則
（
い
わ
も
と

ま
さ
の
り
）
２
曹
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

学
生
時
代
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
好

き
で
、
何
か
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た

い
と
思
い
、
入
隊
を
希
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

３
師
団
で
唯
一
の
対
空
戦
闘
部
隊
と
し

て
、
一
致
団
結
し
、
隊
員
同
士
、
和
気
あ

い
あ
い
と
熱
く
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

平
成
29
年
に
発
射
班
長
と
し
て
参
加
し

た
対
空
実
射
訓
練
で
す
。
班
員
と
と
も
に

切
磋
琢
磨
し
、
厳
し
い
訓
練
を
経
て
発
射

し
た
ミ
サ
イ
ル
が
目
標
に
命
中
し
た
時
は

感
無
量
で
し
た
！

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

日
本
地
図
を
作
っ
た
「
伊
能
忠
敬
」
で

す
。
夢
を
追
い
続
け
る
姿
勢
と
、
そ
れ
を

実
現
さ
せ
る
努
力
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

庶
務
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
、
ま
た

中
堅
陸
曹
と
し
て
更
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
０
０

点
台
を
目
指
し
ま
す
！

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
こ
れ
を
モ
ッ

ト
ー
に
勤
務
に
邁
進
し
ま
す
。

第３施設大隊本部管理中隊

３等陸曹 久保 正

第
３
飛
行
隊
整
備
班
に
所
属
す
る
上
田

壮
磨
（
う
え
だ

そ
う
ま
）
３
尉
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
校
時
期
、
期
別
は
。

Ａ

令
和
３
年
９
月
に
部
内
幹
部
候
補
生
と

し
て
入
校
し
ま
し
た
。
期
別
は
21
Ｉ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

Ａ

様
々
な
分
野
・
職
務
に
挑
戦
し
た
い
と

思
い
、
志
望
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

高
良
山
登
山
走
で
総
合
優
勝
の
看
板
を

獲
得
で
き
た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
る
か
。

Ａ

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
検
査
幹
部
と
し
て
、
航

空
機
の
整
備
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

航
空
機
の
可
動
機
数
を
確
保
す
る
た
め

の
効
率
的
な
運
用
を
考
え
る
時
は
毎
回
苦

労
し
ま
す
。

Ｑ

幹
部
自
衛
官
と
し
て
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

自
ら
の
考
え
と
熱
意
が
あ
れ
ば
、
何
で

も
挑
戦
で
き
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

他
部
隊
で
発
生
し
た
不
具
合
や
不
安
全

事
項
に
つ
い
て
も
敏
感
に
情
報
収
集
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
も
厳
し
い
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第３飛行隊 整備班

３等陸尉 上田壮磨

第３音楽隊 藤野士長
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□１面
第３特科隊改編行事

□２面
・令和６年能登半島地震災害派遣
・師団スキー集合訓練
・師団格闘集合訓練

□３面
・師団フォトコンテスト
・方面隊施設科合同訓練
・予備自衛官召集訓練

□５面
・みんなの架け橋(奈良地本)

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Ｘ
(旧Twitter)

３師団ＳＮＳ【ＱＲコード】

【次号掲載記事（予定）】

Instagram Facebook

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

<広橋梅林（ひろはしばいりん）>

所在地：奈良県吉野郡下市町広橋

駐車場：約２０台（無料）

今
回
は
、
奈
良
県
吉
野
郡
に
所
在
す
る
「
広
橋
梅
林
（
ひ
ろ
は

し
ば
い
り
ん
）
」
を
紹
介
し
ま
す
。

広
橋
梅
林
は
、
月
ヶ
瀬
、
賀
名
生
と
な
ら
ぶ
奈
良
県
三
大
梅
林

の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
約
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
甲
子
園

球
場
約
６
個
分
）
に
わ
た
っ
て
約
５
０
０
０
本
の
梅
が
植
栽
さ
れ

て
い
ま
す
。

白
梅
、
紅
梅
、
一
重
咲
き
、
八
重
咲
き
な
ど
色
と
り
ど
り
に
咲

く
梅
の
香
り
を
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
植
栽
さ
れ
た
斜
面
か

ら
は
、
大
和
平
野
を
見
渡
せ
て
展
望
も
素
晴
ら
し
く
、
春
の
季
節

を
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
２
月
下
旬
か
ら

３
月
下
旬
が
梅
の
見
頃
と
の
こ
と
で
す
が
、
青
梅
が
実
る
初
夏
も

お
す
す
め
で
す
。

近
く
に
は
桜
の
名
所
で
あ
る
吉
野
山
も
あ
り
、
秋
に
は
紅
葉
、

冬
は
雪
景
色
な
ど
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
め
ま
す
。

少
し
ず
つ
寒
さ
も
和
ら
い
で
き
た
今
日
こ
の
頃
、
お
出
か
け
の

参
考
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

□４面
・師団戦士 （第３特殊武器防護隊）

・我が部隊の新戦力（第７普通科連隊）

・一隅を照らす （第３偵察戦闘大隊）

・社会の一員として（第３特科隊）

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
を
嗜
む
に
は
良
い
季
節
で
す
。
陸
上
自
衛
隊
に
お

い
て
も
野
外
活
動
や
事
務
室
勤
務

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
際
に
飲
む

こ
と
も
多
い
で
す
。

人
類
と
コ
ー
ヒ
ー
の
出
会
い
は

13
世
紀
頃
と
も
い
わ
れ
、
今
で
は

約
70
か
国
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、

世
界
各
国
で
飲
ま
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
出
身
地
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
は
産
地
と
し
て
有
名
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
は
、
様
々
な
効
能
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

カ
フ
ェ
イ
ン
に
よ
る
覚
醒
作
用
を

期
待
し
て
飲
む
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
ま

す
か
。

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や
カ
フ
ェ
イ
ン
の
効

果
が
現
れ
る
時
間
に
影
響
さ
れ
、
起
床
後
１
～
２
時
間
、

お
昼
前
、
運
動
前
、
昼
寝
前
、
午
後
２
時
～
３
時
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
、
飲
ま
な
い
方
が
い
い
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
起
床
直
後
、
就
寝
前
の
４
時
間
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
、

豆
そ
の
も
の
、
挽
き
方
、
お
湯

の
注
ぎ
方
等
、
淹
れ
る
ま
で
の

工
程
で
と
て
も
美
味
し
く
な
る

の
で
い
ろ
い
ろ
と
研
究
し
て
み

る
価
値
が
あ
り
ま
す
。
豆
本
来

の
味
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
や

は
り
ブ
ラ
ッ
ク
で
飲
む
こ
と
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
自
分

に
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
や
淹
れ
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
最
高
の
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
獲
得
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
キ
ャ
プ
テ
ン
は
飲
み
た
い
と
き
に
飲
ん
で

ま
す
。
ミ
ル
ク
多
め
で
。

マメ

著
：
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ジ
ョ
シ
ュ
ア

「
タ
イ
ミ
ン
グ
」

５ ３ 師 団 だ よ り 第１７５号 令和６年（２０２４年）２月


